
人間社会学部／社会福祉コース 職名 教授 氏名 本郷 秀和 
 
１．教員紹介・主な研究分野  
  私は,地域福祉活動に取り組む NPO 法人において,社会福祉士・精神保健福祉士、介護福祉士等と

して相談・介護業務,運営管理業務等に従事した経験があることから,特に高齢者福祉活動（ソーシャ

ルワークや介護,各種の生活支援）に取り組む NPO 法人の役割にこれまで着目してきました.  

現在の主要研究テーマとしては,1)高齢者のニーズに応える生活支援サービス（特に NPO 法人が

提供するサービスと経営,2)高齢者の権利擁護（例：介護サービスの評価や苦情解決,高齢者虐待の予

防と対応,認知症高齢者の地域支援等）,3)高齢者が住み慣れた地域で生活が継続できるためのソーシ

ャルワーク(高齢者の退院支援ソーシャルワークを含む)と今後の展開（特に様々なニーズに応えられ

るためのサービス開発の推進方法や管理運営等）、ソーシャルワーク教育（海外含む）に関するもの

があります. 

研究上で特に意識することとして,机上のみではなく実際に高齢者の方や様々な専門職の方等と顔

がみえる関係を築きながら,現実の福祉問題の把握と理解に心がけながら研究を進めようと考えてい

ます.また,社会福祉に関する各種調査等を通じて福祉問題を抽出・発見し,その結果を福祉現場にフ

ィードバックすることで、実践に活かして頂ければありがたいと考えています. 
 
２．研究業績 
 ① 最近の著書・論文 
・ 本郷秀和・飯干真冬花・松岡佐智, 「実習領域別にみる相談援助実習の課題 -A 大学における 2013-2021

年度実習後アンケート調査の概観-」,福岡県立大人間学人間社会学部.『福岡県立大学 人間社会学部 

紀要』、第 31 巻第 1 号,2022.10. 

・ 川井大輝・本郷秀和, 「QOL と高齢期の変化に関する一考察」,福岡県立大学人間社会学部.『福岡県立大

学 人間社会学部 紀要』,第 31 巻第 1 号.2022.10. 

・ 飯干真冬花・本郷秀和・松岡佐智，「感染症流行後の相談援助実習の課題と実習指導者への期待」『福岡

県社会福祉士会研究誌』（福岡県社会福祉士会），2023.3. 

・ 本郷秀和,「第１４章 相談援助の目的と方法 -ソーシャルワークの視点から-」「第１６章 保健医療福祉に関

する諸問題の例」,鬼埼信好・本郷秀和編,『コメディカルのための社会福祉概論 第5版』,講談社,2023.3 

・ 本郷秀和,「第１章 高齢者の定義と特性」「第2章 高齢者の生活実態と社会環境」,川村匡由編,『入門高齢

者福祉』,ミネルバ書房,2023.3. 

・ 本郷秀和・田中将太・梶原浩介,「介護系NPOにおける制度外サービス開発のポイントを探る -過去調査と2法

人の事例検討を通じて-」(株)北陸社,『地域ケアリング』Vol.25 No.5,（株）北陸社,2023.4. 

・ 本郷秀和・梶原浩介・畑香理・大場敬太,「イタリア ボローニャにおける社会的協同組合の状況 -地域包括

ケアにおける高齢者福祉に関する取り組みを中心に-」(株)北陸社,『地域ケアリング』Vol.26 No.4,2024.（株）

北陸社,2024.3. 

・ 本郷秀和・梶原浩介,「介護系NPOにおける制度外サービスの開発プロセスに関する研究-インタビュー調

査を通じた発想から実施直後までのプロセスの探求-」『日本の地域福祉』第37巻,日本地域福祉学

会,2024.3. 



 ②その他最近の業績 
・ 本郷秀和、「特集：虐待は、なくせるのか「必要なのは「発見力」「連携力」「協働力」」環境新聞社、『月間ケアマ

ネジメント』 6 月号、2021 年 5 月. 

・ 田畑洋一・門田光司・鬼崎信好・倉田康路・片岡靖子・本郷秀和（編集代表）、九州社会福祉研究会

編、『21 世紀の現代社会福祉用語辞典 第 3 版』、学文社、2022 年 3 月. 

・ 福岡県立大学社会福祉学会 シンポジウム「子ども家庭福祉をめぐる現状と課題」コーディネーター

（2022 年 12 月 17 日、会場：福岡県立大学 講堂） 

・ 日本社会福祉学会 全国フォーラム シンポジウム「地域共生社会を問う-共生の社会に向けた社会福祉実

践から-」、コーディネーター（2023 年 3 月、：久留米大学・オンライン） 

・ 本郷秀和,【書評】「竹本与志人著『認知症のある人への経済支援―介護支援専門員への期待―』」日本社

会福祉学会『社会福祉学』第 64 巻第 2 号,2023.9. 

・ 福岡県立大学社会福祉学会 シンポジウム「ソーシャルワークの実践から価値を問い直す」コーディネータ

ー（2023 年 12 月 9 日、会場：福岡県立大学 講堂） 

 
 ③過去の主要業績 
・ 本郷秀和,『高齢者虐待と介護支援専門員』中央法規、2020 年 3 月. 

・ 畑香理・本郷秀和,「退院援助からみる医療ソーシャルワーカーの役割と大腿骨骨折を経験した人へ

の支援」日本社会福祉学会九州部会発行、『九州社会福祉学』第 15 号.2019 年 3 月 

・ 本郷秀和,「介護保険制度下の NPO 法人におけるソーシャルワーク実践の方向性」日本地域福祉学会発

行、『日本の地域福祉』第 17 号.2003 年 3 月. 

 
３．外部研究資金 

 
平成 3１年度－令和 5 年度(5 年間)、文部科学省科学研究費補助金申請、基盤研究Ｃ、「地 

域包括 ケアシステム推進下の介護 NPO の可能性」421 万円（総額）*研究代表：本郷秀和 
 
４．受賞 

 
５．所属学会 

 
1）日本社会福祉学会（代議員・九州地域ブロック運営委員）、2）日本地域福祉学会、3）日本介護福祉学

会、4）日本高齢者虐待防止学会、5）日本社会福祉士会、6)福岡県立大学社会福祉学会(副会長). 

 
６．担当授業科目 

 

〈学部〉   

「ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ」(2 単位・1 年後期)、 「ソーシャルワーク演習 A」(１単位・１ 年後

期）、「ソーシャルワーク実習指導Ⅰ」（3 単位・2 年通年）、「ソーシャルワークの理論と方法 B」(2 単位・2 

年前期）、「高齢者福祉論」(2 単位・2 年前期）、「ソーシャルワーク演習 C」(1 単位,2 年前期）、「ソーシャ

ルワーク実習指導Ⅱ」(3単位・3 年通年）、「ソーシャルワーク実習」(4 単位・3年通年）、「社会福祉学演習」

(4 単位・3 年通年）、「ソーシャルワーク演習 D」（1 単位・3 年後期）、「福祉専門職特講 A」（2 単位・3 年後



期・オムニバス）、「卒業論文」(6 単位・4 年通年）、「福祉専門職特講 B」（2 単位・4 年前期・オムニバス）.  

〈大学院〉 

 「特別研究Ⅰ」(2 単位・1 年通年)、「高齢者福祉研究Ⅰ」(2 単位・1 年前期)、 「量的研究法」 (１単位・１

年前期)、「高齢者福祉研究Ⅱ」(2 単位・1 年後期), 「フィールドワーク」(2 単位・1 年後期)、「特別研究Ⅱ」

（2 単位・2 年通年） 

 
７．社会貢献活動 

 

1）福岡県社会福祉審議会 審議委員. 2）福岡県社会福祉審議会 老人福祉専門分科会 会長. 3）福岡県

社会福祉審議会 地域福祉支援計画専門分科会 会長. 4)福岡県高齢者保健福祉計画（第 10 次）策定検

討委員会 会長. 5）福岡県身体拘束ゼロ作戦推進会議 委員長. 6)福岡県人権施策推進講話会専門部会 

委員. 7)福岡県国民健康保険団体連合会 介護給付費等審査委員会 審査部会長. 8)福岡県国民健康保

険団体連合会 介護給付費等審査委員会 副会長. 9）福岡県国民健康保険団体連合会 介護サービス苦

情処理委員. 10）福岡県社会福祉協議会 外部評価審査委員会委員. 11）福岡県社会福祉協議会 運営

適正化委員会委員. 12）福岡県社会福祉協議会 運営適正化委員会 委員苦情処理小委員会 委員. 13）

福岡県嘉麻市 地域福祉計画策定委員会 委員. 14)福岡県嘉麻市社会福祉協議会 地域福祉権利擁護

事業 運営審議会委員. 15）福岡県嘉麻市社会福祉協議会 権利擁護支援 運営委員会委員. 16）福岡県

宗像市 介護保険運営協議会 委員. 17）福岡県田川市 地域包括ケアシステム推進協議会 認知症支援

部会 委員. 18）福岡県川崎町 地域包括支援センター運営協議会 会長. 19)日本社会福祉学会 機関誌

「社会福祉学」編集委員・査読委員. 20）日本社会福祉学会 九州地域ブロック発行 「九州社会福祉学」査

読委員. 21)日本高齢者虐待防止学会機関誌「高齢者虐待防止研究」査読委員. 22）荒尾玉名地区（熊本

県） 障害児者の生活を豊かにする会 会計監査.23）NPO 法人 地域たすけあいの会 理事他. 

 
８．学外講義・講演 

 

1）令和 5 年度 福岡県人権相談従事者研修「福祉相談と記録」（福岡県主催）、講師（会場：㈶福岡県人権

啓発情報センター）6 月 20 日. 2）KBC 九州朝日テレビ放送「アサデス「街で車いすの方に出会ったら（アサ

デスポスト）」」コメンテーター（2023 年 6 月 23 日放送） .3）KBC 九州朝日ラジオ放送「アサデス ラジオ 街

で車いすの方に出会ったら」コメンテーター（6 月 23 日放送）. 4）社会福祉法人慈愛会 職員研修 テーマ

「社会福祉の苦情と対応-高齢者領域を中心に-」講師（会場：特別養護老人ホーム 富の里）,8 月 22 日. 

5）福岡県老人福祉施設協会 生活相談員研修 「生活相談員の役割 -権利擁護の視点から-」講師（12 月

8 日、会場：TKP ガーデンシティプレミアム）.  

 
９．附属研究所の活動等 

 
附属研究所調整部会 委員、福岡県立大学後援会 理事、社会福祉コース代表、博士課程設置ワーキング

グループ. 〈主な資格〉社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士・救急救命士・専門社会調査士他 

 


